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睡眠学会第 43 回定期学術集会プログラム・抄録集 234, 2018 

27. 加藤千穂, 江藤宏美, 近藤英明: 女性看護師の睡眠とレストレスレッグス症候群の関連. 日本睡眠学会第 43 回定期

学術集会プログラム・抄録集 221, 2018 

28. 江藤宏美, 加藤千穂, 近藤英明: 妊娠糖尿病妊婦のレストレスレッグス症候群と周産期の睡眠アウトカムへの影響. 
日本睡眠学会第 43 回定期学術集会プログラム・抄録集 221, 2018 
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29. 橋村 愛, 加藤千穂, 小橋川直美, 柘植久美, 江藤宏美: 周産期領域の指さしコミュニケーションツールの作成. 母
性衛生 59(3): 269, 2018 

30. 飯田真理子, 江藤宏美, 片岡弥恵子, 宍戸恵理, 下田佳奈, 田所由利子, 馬場香里, 増澤祐子, 八重ゆかり, 堀内成子: 
助産実践のための分娩期ガイドラインの作成 第 1 度、第 2 度会陰裂傷は縫合が必要か? 母性衛生, 59(3): 309, 2018 

31. 増澤祐子, 飯田真理子, 江藤宏美, 片岡弥恵子, 宍戸恵理, 下田佳奈, 田所由利子, 馬場香里, 八重ゆかり, 堀内成子: 
助産実践のための分娩期ガイドラインの作成 分娩第 3 期の積極的管理と待機的管理ではどちらが望ましいか？母

性衛生 59(3): 308, 2018 

32. 梅野志帆, 江藤宏美, 加藤千穂, 長浦由紀, 近藤英明: 妊娠中期から後期にかけての睡眠呼吸障害. 九州睡眠呼吸障

害研究会抄録, 7（第 1 回九州睡眠呼吸障害研究会）, 2018 

33. 長浦由紀，上片さくら，加藤千穂，江藤宏美，近藤英明: 病院勤務の女性看護職の勤務形態，クロノタイプ及びレ

ストレスレッグス症候群と睡眠の質. 不眠研究会抄録集 2019，9（第 34 回不眠研究会）, 2018 

34. 日比野佳奈, 江藤宏美, 永橋美幸:就労している性成熟期女性のヘルスリテラシーと生活習慣との関連. 日本助産学

会誌 31(3) : 370, 2018 

35. 若田幸樹, 小山正三朗, 森山正章, 濵﨑景子, 野中 隆, 國﨑真己, 角田順久, 日高重和, 澤井照光, 安武 亨, 永安 

武: 腹腔鏡下幽門側胃切除術に対する Roux-en Y 再建の手技と成績. 第 90 回日本胃癌学会総会記事 p.406, 2018 

36. 國﨑真己, 若田幸樹, 日高重和, 和田英雄, 野中 隆, 飛永修一, 角田順久, 澤井照光, 安武 亨, 永安 武: 胃癌に

おける EZH2 発現の臨床病理学的検討. 第 90 回日本胃癌学会総会記事 p.453, 2018 

37. 日高重和, 若田幸樹, 濵﨑景子, 國﨑真己, 澤井照光, 安武 亨, 永安 武: 胃癌術後合併症発症に影響を及ぼす術

前栄養指標に関する検討. 第 90 回日本胃癌学会総会記事 p.521, 2018 

38. 日高重和, 若田幸樹, 橋本泰匡, 野中 隆, 飛永修一, 澤井照光, 安武 亨, 永安 武: 食道癌ESD後の膿胸を伴った

遅発性食道穿孔に保存的治療で治癒した一例. 第 72 回日本食道学会学術集会抄録集 2018 

39. 濵田聖暁, 野中 隆, 和田英雄, 若田幸樹, 國﨑真己, 飛永修一, 日高重和, 角田順久, 澤井照光, 永安 武: 結腸癌

における単孔式腹腔鏡下手術を見据えた手技の定型化. 第 73 回日本消化器外科学会総会プログラム WS6-3, 2018 

40. 野中 隆, 和田英雄, 濵田聖暁, 竹下浩明, 荒木政人, 福岡秀敏, 國﨑真己, 日高重和, 澤井照光, 永安 武: 腹腔鏡

下側方リンパ節郭清を安全かつ迅速に工夫～‟受け‟を設ける重要性～. 第 73 回日本消化器外科学会総会プログラム 
ESV10-3-3, 2018 

41. 若田幸樹, 濵﨑景子, 野中 隆, 國﨑真己, 飛永修一, 角田順久, 日高重和, 澤井照光, 安武 亨, 永安 武: 切除不

能進行・再発胃癌に対する 2 次治療以降の Ramucirumab 併用化学療法の使用成績. 第 73 回日本消化器外科学会総会

プログラム P46-2, 2018 

42. 日高重和, 若田幸樹, 和田英雄, 濵田聖暁, 田渕 聡, 飛永修一, 野中 隆, 澤井照光, 安武 亨, 永安 武: 胃癌手

術における術前栄養評価 controlling nutritional status (CONUT) score の意義について. 第 73 回日本消化器外科学会総

会プログラム P69-7, 2018 

43. 篠原彰太, 野中 隆, 和田英雄, 濵田聖暁, 國﨑真己, 飛永修一, 日高重和, 角田順久, 澤井照光, 永安 武: 腹壁瘢

痕ヘルニア術後メッシュ感染を大腿筋膜移植で修復した 1 例. 第 55 回九州外科学会抄録集 p.71, 2018 

44. 深山侑祐, 松島加代子, 古谷順也, 安井佳世, 高島美和, 橋本邦生, 世羅至子, 野中 隆, 伊藤信一郎, 澤井照光, 竹
島史直, 中尾一彦: クローン病患者に対するオンコールによる栄養指導体制の確立. 第 112 回日本消化器病学会九州

支部例会抄録集 p.110, 2018 

45. 濵田聖暁, 野中 隆, 和田英雄, 髙村祐磨, 原 勇紀, 澤井照光, 永安 武: 閉塞性左側大腸癌に対する Bridge to 
Surgery の治療成績-大腸ステントと経肛門イレウス管の比較-. 第 43 回日本大腸肛門病学会九州地方会抄録集 p.37, 
2018 

46. 野中 隆, 和田英雄, 濵田聖暁, 髙村祐磨, 日高重和, 澤井照光, 永安 武: 予防的側方郭清と治療的側方郭清の使

い分けとその実際. 第 43 回日本大腸肛門病学会九州地方会抄録集 p.43, 2018 

47. 竹下浩明, 澤井照光, 今井 諒, 足立利幸, 釘山統太, 平山昴仙, 北里 周, 徳永隆幸, 黒木 保, 谷口 堅, 前田茂

人, 藤岡ひかる: 潰瘍性大腸炎術後の腸閉塞対策-セプラフィルム貼付と outlet obstruction 予防-. 第 43 回日本大腸肛

門病学会九州地方会抄録集 p.44, 2018 

48. 和田英雄, 野中 隆, 原 勇紀, 髙村祐磨, 濵田聖暁, 澤井照光, 永安 武: 当院における超高齢者大腸癌手術の検

討. 第 43 回日本大腸肛門病学会九州地方会抄録集 p.44, 2018 
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49. 原 勇紀, 野中 隆, 和田英雄, 濵田聖暁, 髙村祐磨, 澤井照光, 永安 武: 腰部変位腎を伴う S 状結腸癌の 1 例. 第
43 回日本大腸肛門病学会九州地方会抄録集 p.56, 2018 

50. 江藤宏美: 地域とともにすすめる母乳育児. 切れ目なくみんなで支える, アンケート報告. 長崎県保育施設の母乳育

児状況, 第 2７回母乳育児シンポジウム, 26, 2018 

51. 平澤美恵子, 江藤宏美: 教育機関評価員研修会～評価員の役割について～. 日本助産学会誌 32(3): 506, 2018 

52. 日本助産学会編集委員会: 第 1 回 研究を始めよう！臨床疑問を研究テーマに～文献検討のいろは～. 日本助産学

会誌 32(3): 272, 2018 

53. 日本助産学会ガイドライン委員会: ガイドラインの普及～エビデンスに用いた数値の解釈と臨床への活用～. 日本

助産学会誌 32(3): 74, 2018 

 

学会発表数 

A－a A－b B－a B－b 
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 5 0 6 50 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

石松祐二・教授 長崎県地方労災委員 厚生労働省 

石松祐二・教授 長崎県労災保険診療指導委員会委員 厚生労働省 

石松祐二・教授 長崎県地方じん肺審査医 長崎労働局 

石松祐二・教授 長崎県福祉保健審議会委員 長崎県 

石松祐二・教授 評議員 日本呼吸器学会 

石松祐二・教授 世話人 九州びまん性肺疾患カンファランス 

石松祐二・教授 世話人 再生移植フォーラム in Nagasaki 

石松祐二・教授 世話人 長崎県呼吸ケア研究会 

石松祐二・教授 世話人 長崎臨床感染症研究会 

本田純久・教授 健康ながさき 21調査検討小委員会委員 長崎県 

本田純久・教授 長崎県健康長寿戦略検討プロジェクトチーム委員 長崎県 

本田純久・教授 評議員 日本公衆衛生学会 

本田純久・教授 評議員，学会誌編集委員 日本健康学会 

本田純久・教授 代議員 日本疫学会 

澤井照光・教授 評議員 日本消化器外科学会 

澤井照光・教授 評議員 日本消化器病学会 

澤井照光・教授 評議員 日本大腸肛門病学会 

澤井照光・教授 評議員 日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会 

澤井照光・教授 評議員 九州外科学会 

澤井照光・教授 評議員 日本消化器病学会九州支部 

澤井照光・教授 評議員 日本大腸肛門病学会九州支部 

澤井照光・教授 プロトコール推進委員 Kyushu Study group of Clinical Cancer 

澤井照光・教授 世話人 IBD Club Jr. Kyusyu 

澤井照光・教授 世話人 長崎手術手技研究会 

澤井照光・教授 世話人 長崎炎症性腸疾患研究会 
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澤井照光・教授 世話人 Nagasaki Bowel Club 

澤井照光・教授 疾病・障害認定審査会臨時委員 厚生労働省 

澤井照光・教授 長崎県研究事業評価委員会副委員長 長崎県 

澤井照光・教授 がん対策部会 大腸がん委員会委員 長崎県保健医療対策協議会 

澤井照光・教授 オストメイト社会適応訓練事業講師 日本オストミー協会長崎県支部 

澤井照光・教授 社会福祉審議会委員 長崎市 

江藤宏美・教授 副理事長、総務委員会（委員長） 一般社団法人日本助産学会 

江藤宏美・教授 日本助産学会誌編集委員会（委員長） 一般社団法人日本助産学会 

江藤宏美・教授 ガイドライン委員会（委員） 一般社団法人日本助産学会 

江藤宏美・教授 理事、英文誌編集委員会（委員長） 
Japan Journal of Nursing Science, Associate editor  

公益社団法人日本看護科学学会 

江藤宏美・教授 事務局長、（助産実践評価部・助産教育評価部

担当理事） 
一般財団法人日本助産評価機構 

江藤宏美・教授 助産教育評価部評価委員 一般財団法人日本助産評価機構 

江藤宏美・教授 理事 長崎県母性衛生 

江藤宏美・教授 将来構想委員会（委員） 公益社団法人全国助産師教育協議会 

江藤宏美・教授 雑誌「看護科学研究」編集委員 大分県立看護科学大学看護研究交流センター 

江藤宏美・教授 雑誌「ペリネイタルケア」編集委員 メディカ出版株式会社 

江藤宏美・教授 理事（会計） 長崎大学助産師同窓会 
 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

石松祐二・教授 「長崎県地域医療の研究支援を目

的とした医師団」研究補助金 
代表 夏型過敏性肺炎発症の分子機構における

Apolipoprotein E の役割 

石松祐二・教授 「長崎県地域医療の研究支援を目

的とした医師団」研究補助金 
分担 間質性肺疾患の特徴と労作後の指標の関連

性についての臨床的検討 

本田純久・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
要介護高齢者と家族が在宅介護を選択した

時にもたらされる潜在的経済価値 

本田純久・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
子どもはいかに出生コホート調査参加意識

を形成し，インフォームド・アセントに至る

のか 

本田純久・教授 国立がん研究センター 分担 がん研究開発費 
共同研究グループのデータセンター間の連

携によるがん治療開発研究の効率化と質的

向上のための研究 

本田純久・教授 公益財団法人九州先端科学技術研

究所 
分担 中小企業経営支援等対策費補助金（戦略的基

盤技術高度化支援事業） 
高齢者の特性に合わせた独自のロジックを

持つ学習型人工知能を搭載した自動鑑別診

断システムの開発 

澤井照光・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

地域における多施設・多職種協働体制強化に

より推進するストーマケアの標準化 

江藤宏美・教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金・基盤研究 B 
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早産児から１歳までの睡眠発達のディベロ

ップメンタル指標の検討 

江藤宏美・教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金・挑戦的萌芽研究 
周産期におけるレストレスレッグス症候群

の影響と生理学的実態の解明：前向きコホー

ト研究 

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金・基盤研究 A 
テーラーメイドな出産・育児を促進するオキ

シトシン活性化プログラムの開発と普及 

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金・基盤研究 B 
ICTを活用したDVハイリスク妊婦への支援

プログラムの開発と評価 

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金・基盤研究 B 
女性活躍推進時代に働く女性と男性の地域

包括子育て母乳育児支援プラットフォーム

構築 

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金・基盤研究 C 
尿失禁を予防する助産ケアのプログラム開

発 

本田純久・教授 医療法人 芙蓉会 テレケア遠隔健康システムの開発と実証に

関する研究 

本田純久・教授 長崎県 健康長寿阻害要因分析及び地域別ワークシ

ョップ支援 
 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

小関弘展・教授 把持補助具 H19.8.6 H19.11.21 登録第 3137833 号 

小関弘展・教授 加圧スリッパ H28.1.15 H28.3.2 登録第 3203382 号 

佐藤克也・教授 14-3-3 墾白 γ アイソフォーム特異的 ELISA 2011.11.8 2012.4.7 2011-244809 

佐藤克也・教授 α−シヌクレイン検出方法 2017. 11.29 2018.6.14  2017-228820 

佐藤克也・教授 洗浄殺菌方法 2014. 02.21 2014. 08.28  WO2014-129579   

 
その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

澤井照光・教授 学習会講師 長崎ストーマケア学習会 

澤井照光・教授 看護部継続教育看護専門コース講師 長崎大学病院 
 
学術賞受賞 

氏名・職 賞 の 名 称 授与機関名 授賞理由、研究内容等 

江藤宏美・教授 Best Poster Award 4th World Nursing & 
Healthcare Conference 
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